（様式２の２）
令和　　年　　月　　日
ＤＸ推進計画書（記入例）

	申請者名
	株式会社ＡＡＡ

	事業名
	○○○○を活用した×××事業の効率化による□□□

	１　企業概要

	（１）×××の販売
（２）□□□のメンテナンス
（３）
（４）

	２　経営課題、経営ビジョン

	弊社の強みは×××の販売網であり…。
その一方、…が弱みである。
デジタル技術の活用に関する取り組みは○年ほど前から始めており、社内でも顧客に対しても無理が生じないようにＤＸを進めることが重要と考えている。
今後も人口減少が進む中、△△△が重要であるため、■■■というビジョンを掲げ、社員や取引先への浸透を図っている。

	３　デジタル技術を活用した将来的なビジネスモデル

	■■■というビジョンを実現していくためには、弊社の強みをより一層生かしていくことが重要であることから、デジタル技術を活用した業務効率化を進めていき、×××事業のサービス向上を図る。
さらに社内のＤＸを進めていく中で、□□□の営業活動における顧客接点のデジタル化や新たな事業領域への展開、企業間連携へと繋げられるよう検討していく。

	４　ビジネスモデルを実現するための具体的取組

	（１）補助事業
　　　（概要を記載）
（２）補助事業以外の取組
　　　◎◎◎を導入することで▼▼▼のデータを蓄積し、そのデータをＡＩにより分析することで、販売効率の向上を図る。


	５　推進体制

	（１）取組を進めるために必要な体制・組織
　　　会社全体のＤＸを進めるため新たに組織を立ち上げ、データの一元管理など…、補助事業の担当者を任命し…


	（２）取組を進めるために必要な人財の育成や確保
　　　補助事業において開発するシステムについては、ＯＪＴより習熟を図る。
　　　会社全体のＤＸに向けて、デジタル技術（特にＡＩ）に関する社内勉強会を年○回程度開催し…

	（３）情報セキュリティ対策の取組
　　　安全にデジタル技術を利用できるよう、情報セキュリティ対策に取り組む意識を高めるために、SecurityAction一つ星を宣言し情報セキュリティ５か条に取り組む。
　　　その後、状況を踏まえながらSecurityAction二つ星の宣言について検討する。

	６　取組の目標

	（１）短期目標
　　①補助事業
（様式２の１「４（５）事業の成果目標」から転記）
②補助事業以外の取組
　　　▼▼▼のデータ分析により、事務作業を〇％短縮し、営業担当者の時間外労働を■％削減する。

	（２）長期目標
　　　補助事業については、…（様式２の１「４（５）事業の成果目標」から転記）
　　　補助事業である×××分野のＤＸで得られたノウハウを他部門へ展開することにより、持続可能なＤＸ推進体制を社内で構築する。具体的には○○○。

	７　支援を受けた産業支援機関

	名称
	（青森県ＤＸ推進ラボを構成する産業支援機関名を記入）

	担当者
	氏名
	○○　○○

	
	電話番号
	

	
	メールアドレス
	

	支援を受けた
内容
	・普段から自社の事業計画について相談しており、経営全般についてアドバイスなどを受けている。
・今回のＤＸ推進計画については、▽▽▽に関して、■■■などの作成支援を受けた。
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